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編 集 後 己一三
口

編 集 会議 出席 は2回 目で編 集 の方 は全 くの素 人、 目下 の と こ ろ諸先輩 方 の仕事 ぶ りを 拝

見 して い ると こ ろです 。

先 日、産業 科学 研 究 所 の岡 田教 授 が 、 日米 協 力 の成果 と して、LLNLに あ るRTNS

豆を 使 った 照射 実 験 の結 果 を発 表 され ま した。(新 聞 で ご存知 の方 もお られ る と思 い ます

が)こ れ は超 伝 導線 材(Nb3Sn,MoSi)をLHeT付 近に 冷却 した まま連 続5週 間

運転 し、 高速 中性 子(14MeV)フ ル エ ンスで1018D/㎞2ま で 照射 した実 験で す。 冷

却 方 式は伝 導 型 で、Liq.Heを 常 に流 しっぱ な し とい う大胆 な方 式 です 。 これ は核 融合

炉20年 間運 転 に相 当す る もの で、 磁場12Tの も とで、1cが5%し か劣 化 しな い こ と

を 実証 しま した。 核 融 合へ の超 伝導 マグ ネ ッ ト応 用へ の実証 試 験 の一歩 と位置 づ け が で き

る と思 い ます 。 これで ます ます 『低 温 がは や る 』『低温 を扱 う人 が 多 くなる 』 『低温 セン

タ ー だ よりが 、 も っ と読 まれ る よ うに なる 。 』とい う三段 論 法 が成 り立つ わけ です 。(?)

さて本 号 で は、 「接着 剤 の科 学」、「水 には色 が あ るか」、「メ スバ ウア吸 収 な らぬ メ ス バ

ウア散乱」 と読 者 の興 味 を そそ る よ うな題 名 がず らっ と並 んで おります 。 また、溶 接 工学

研 究 所 の ジ ャイロ トロ ンの紹 介 もあ り盛 りだ くさんで す。

秋 の夜 長 、低 温 セ ンター だ よ りを 読 み なが ら、阪 大 オ リジ ナル なideaを 練 って み ては

いか が で し ょう。(西 嶋 茂宏)

今 号 よ り新 し く次 の方 々が編 集 委員 に加 わ るこ とに な りま した。
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